
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
位
置
づ
け

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
は
、グ
ル
ー
プ
の
意
志
を
結
集

し
、組
織
・
事
業
機
能
の
強
化
を
図
る
べ
く
、3
ヶ
年
毎

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
は
、前
回
大
会
で
決
議
し
た
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
や
基
本
目
標
・
実
践
方
策（
農
業
所
得
20
％
増

大
、サ
ポ
ー
タ
ー
5
5
0
万
人
づ
く
り
な
ど
）は
、改
革

プ
ラ
ン
の
実
践
期
間
や
一
連
の
農
協
改
革
の
動
き
が
継

続
中
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
継
承
し
つ
つ
、重
要
性

を
増
す「
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」を
新
た
な
決
議
事

項
と
し
て
加
え
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
農
業・Ｊ
Ａ

を
め
ぐ
る
情
勢
変
化
や
喫
緊
の
課
題
へ
対
応
し
、将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、①
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
重
要
課
題
や
重
点
取
組
事
項
を
示
す
こ

と
、②
グ
ル
ー
プ
内
で
課
題
認
識
を
共
有
し
、目
指
す
べ

き
方
向
性
に
対
す
る
意
識
・
目
線
を
合
わ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
大
会
と
位
置
づ
け
ま
す
。

11
月
13
日（
火
）、札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、

道
内
Ｊ
Ａ・中
央
会・連
合
会
の
役
職
員
や
青
年
部・女
性
部
の
部
員
な
ど
約
2
、4
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、農
業
所
得
増
大
や
担
い
手
の
育
成
、サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
に
加
え
、

新
た
な
基
本
目
標「
時
代
に
即
し
た
協
同
組
合
の
価
値
創
造
」を
含
む
議
案
を
決
議
し
た
ほ
か
、

胆
振
東
部
地
震
な
ど
災
害
か
ら
の
復
旧・復
興
に
向
け
た
特
別
決
議
も
採
択
し
ま
し
た
。

特集1

第
29
回 

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

〜
北
海
道
5
5
0
万
人
と
共
に
創
る「
力
強
い
農
業
」と「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」〜

将
来
ビ
ジ
ョ
ン（
大
会
メ
イ
ン
テ
ー
マ
）の
意
義

　
各
種
情
勢
を
踏
ま
え
、第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン（
大
会
メ
イ
ン
テ
ー
マ
）は
、第
28
回
Ｊ

Ａ
北
海
道
大
会
で
設
定
し
た
次
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
継

承
し
ま
す
。

「
北
海
道
5
5
0
万
人
と
共
に
創
る

『
力
強
い
農
業
』と『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』の
実
現
」

「
力
強
い
農
業
」の
実
現
と
は

①�

消
費
者
が
求
め
る
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
、安
全・安

心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
安
定
供
給
を
通
じ
て
、国

民・道
民
の
豊
か
な
食
生
活
に
貢
献
し
ま
す
。

②�

地
域
社
会
・
経
済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
し
て
の
役

割
を
発
揮
し
、食
料
供
給
基
地
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
所
得
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、次
代
に
継
承

で
き
る
持
続
可
能
な
産
業
と
し
ま
す
。

③�「
地
域
か
ら
人
を
減
ら
さ
な
い
」と
の
強
い
認
識
の
も

と
、地
域
の
担
い
手
は
地
域
で
育
成
す
る
こ
と
を
基

本
に
、担
い
手
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ま
す
。

「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」の
実
現
と
は

①�

魅
力
あ
る
北
海
道
の
農
業・食
料
や
Ｊ
Ａ
の
意
義・役

割
が
伝
わ
り
、消
費
者
か
ら
安
全・安
心
な
道
産
農
畜

産
物
の
価
値
が
評
価
さ
れ
、選
ば
れ
る
農
業・Ｊ
Ａ
と

な
り
ま
す
。

②�

組
合
員・消
費
者・地
域
住
民・地
域
の
関
係
団
体・他

産
業
が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、地
域
農
業
の
振
興
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「
大
会
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」か
ら「
大
会
議
案
」へ

を
通
じ
地
域
づ
く
り・地
域
振
興
に
貢
献
し
ま
す
。

③�

消
費
者
・
地
域
住
民
に
加
え
、農
業
・
農
村
に
対
す
る

価
値
観
を
共
有
で
き
る
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を

も
っ
た
中
で
、豊
か
さ
と
誇
り
を
実
感
で
き
る
魅
力

あ
る
農
村
を
つ
く
り
ま
す
。

　
「
力
強
い
農
業
」と「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」の
実
現

に
よ
り
、農
家
人
口
・
農
村
人
口
を
減
ら
さ
ず
に
、安
全
・

安
心
な
農
畜
産
物
を
安
定
供
給
す
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
の
使
命
を
将
来
に
わ
た
っ
て
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

大
会
議
案

議
案
第
1
号

協
同
の
力
で「
農
業
所
得
の
増
大
」と

「
多
様
な
担
い
手
の
確
保・育
成
」を
実
現

1
、�北
海
道
農
業
は
、消
費
者
が
求
め
る
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
、安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
安

定
供
給
を
通
じ
て
、道
民
・
国
民
の
豊
か
な
食
生
活

の
実
現
に
向
け
て
、よ
り
一
層
、貢
献
す
る
と
と
も

に
、食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
う
ふ
さ
わ

し
い
所
得
を
確
保
す
る
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

2
、�「
農
業
経
営
を
守
り
北
海
道
農
業
の
生
産
力
を
維

持
・
拡
大
す
る
」「
地
域
か
ら
人
を
減
ら
さ
な
い
」と

い
う
強
い
認
識
の
も
と
、地
域
農
業
の
担
い
手
は
地

域
で
育
成
す
る
こ
と
を
基
本
に
、担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
加
速
や
、担
い
手
の
経

営
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、地
域
で
の
連
携
・
協
同
し
た
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、担
い
手
の
減
少
に
歯
止
め
を
掛

け
ま
す
。�

�

　
ま
た
、農
業
経
営
の
維
持・発
展
の
た
め
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
の
連
携・総
合
力
の
発
揮
に
よ
る
労

働
力（
人
材
）の
安
定
的
な
確
保・定
着
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
で
、「
農
業
所
得

の
増
大
」と「
多
様
な
担
い
手
の
確
保・育
成
」を
強
力
に

推
進
し
、力
強
く
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
と

豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
以
上
を
実
現
す
る
た
め
に
、つ
ぎ
の
基
本
目
標
を
設

定
し
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
意
志
結
集
に
よ
る
着

実
な
実
践
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標

1
、�農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み
の
加
速

2
、�担
い
手
を
育
み
支
え
る
地
域
活
動
の
実
践

議
案
第
2
号

次
代
に
つ
な
げ
る
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践

1
、�組
合
員
の
多
様
化
が
進
む
な
か
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
が
多
様
な
経
営
規
模
・
価
値
観
・
ニ
ー
ズ
を

包
含
し
た
組
合
員
の
結
集
軸
と
な
る
た
め
、「
協
同

組
合
理
念
の
理
解
浸
透
と
人
・
組
織
づ
く
り
」並
び

に「
協
同
組
合
理
念
に
基
づ
く
事
業
運
営
」を
通
じ

て
、時
代
に
即
し
た「
新
た
な
協
同
組
合
」の
価
値
創

造
に
取
り
組
み
ま
す
。�

�

　
ま
た
、新
自
由
主
義
経
済
に
よ
る
社
会
・
経
済
体

制
が
推
し
進
め
ら
れ
る
な
か
、同
じ
価
値
観
を
持
つ

協
同
組
合
の
仲
間
と
の
連
携
を
強
め
、そ
の
存
在
価

値
を
高
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
課
題
解
決
や
豊
か

重
点
取
組
事
項
を
実
践
す
る
た
め
に

重要課題を解決するために

『基本目標』と『重点取組事項』
を大会議案として決議する。

力強い農業
豊かな

魅力ある農村

大会議案

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に 北海道

550万人と
共に創る

ＪＡグループ北海道の
将来ビジョン

大会メインテーマ

グループの『重点取組事項』
大会議案として掲げた重要課題を解決
するための戦略・手段を『重点取組事
項』として示します。

具体的な 
『実践方策』の設定

○大会議案として示す基本
目標・重点取組事項を踏
まえて、ＪＡ・連合会・中
央会は地域の実態等に即
した創意工夫ある実践方
策を検討し、中期経営計
画等へ反映のうえ着実な
実践を図ります。

○実践方策の参考に資する
よう、作目別のビジョン
や各種手続き等の提示、
先進事例の情報発信等を
行ないます。

グループの『基本目標』
将来ビジョン（大会メインテーマ）を実
現するためにＪＡグループ北海道が取
り組むべき重要課題を『基本目標』とし
て設定します。
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第29回 ＪＡ北海道大会特集1

　
ま
た
、決
議
事
項
の
実
践
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
、さ
ら
に
は
農
業
・
Ｊ
Ａ
・
協
同
組
合
の

意
義
や
価
値
を
発
信
す
る
こ
と
で
、北
海
道
5
5
0
万

人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
を
目
指
す

も
の
と
す
る
。

特
別
決
議

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業

の
確
立
に
向
け
た
特
別
決
議

　
「
北
海
道
命
名
1
5
0
年
」の
節
目
を
迎
え
た
本
年
、

全
道
各
地
で
大
雪・大
雨
の
被
害
、天
候
不
順
に
よ
る
生

育
や
農
作
業
の
遅
延
、台
風
21
号
に
よ
る
暴
風
雨
被
害

な
ど
が
あ
り
、さ
ら
に
、9
月
6
日
に
は「
胆
振
東
部
地

震
」が
発
生
し
、本
道
の
農
業
や
産
業
・
生
活
に
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。こ
の
数
年
の
間
に
も
、台
風
、

集
中
豪
雨
、豪
雪
等
の
気
象
災
害

が
頻
発
す
る
と
と
も
に
、予
測
不

能
な
地
震
等
の
自
然
災
害
が
、経

済
・
社
会
全
体
に
打
撃
を
与
え
て

い
る
。

　
一
方
、国
内
外
で
は
、農
業
・
Ｊ

Ａ
に
対
す
る
現
場
軽
視
の
改
革

圧
力
、さ
ら
に
は
、T
P
P
11
、日

E
U
・
E
P
A
の
発
効
や
日
米
間

の
新
た
な
物
品
貿
易
交
渉
の
開
始

が
迫
る
な
ど
、国
際
貿
易
交
渉
に

よ
る
国
内
農
業
へ
の
圧
力
も
絶
え

な
い
。

　
顧
み
る
と
、こ
れ
ま
で
の
北
海

な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
、�前
回
大
会
で
掲
げ
た「
食
と
農
で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー

タ
ー
5
5
0
万
人
づ
く
り
」は
、「
准
組
合
員
と
の
関

係
づ
く
り
」、「
関
係
・
交
流
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
」な
ど
、こ
れ
ま
で
の
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
に
深

み
と
幅
を
持
た
せ
た
な
か
で
、引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

　

こ
れ
ら
取
り
組
み
の
相
互
作
用
に
よ
り
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
全
体
で「
次
代
に
つ
な
げ
る
協
同
組
合

の
価
値
と
実
践
」を
目
指
し
ま
す
。

　
以
上
を
実
現
す
る
た
め
に
、つ
ぎ
の
基
本
目
標
を
設

定
し
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
意
志
結
集
に
よ
る
着

実
な
実
践
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標

1
、�時
代
に
即
し
た
協
同
組
合
の
価
値
創
造

2
、�食
と
農
で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
5
5
0
万
人

づ
く
り
の
拡
充

大
会
決
議

　

第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ

る「
北
海
道
5
5
0
万
人
と
共
に
創
る『
力
強
い
農
業
』

と『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』」の
実
現
に
向
け
た
各
議

案
に
つ
い
て
、組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
・
中
央
会
が
、各

役
割
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
が
協
同
の
力
と
総
合
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
、一
丸
と

な
っ
て
決
議
事
項
の
実
践
を
通
じ
た
自
己
改
革
に
取
り

組
む
も
の
と
す
る
。

道
農
業・Ｊ
Ａ
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
は
、先
人
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
の
も
と
、多
方
面
か
ら
の
支
援
も
受
け
つ
つ
、大

冷
害
や
多
く
の
自
然
災
害
、社
会
環
境
の
激
変
へ
の
対

応
な
ど
、幾
多
の
苦
難
を
組
織
一
丸
と
な
っ
て
克
服
し

て
き
た
積
み
重
ね
の
歴
史
で
あ
る
。

　
我
々
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
農
業・組
織
の
基
盤
の
も
と
、協
同
活
動
へ
の
さ
ら

な
る
結
集
を
図
り
、一
日
も
早
い
災
害
か
ら
の
復
旧・復

興
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、持
続
可
能
な
北
海
道
農
業

の
確
立
に
向
け
て
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、我
が
国

の
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
。

　
以
上
の
内
容
が
採
択
さ
れ
、閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
と
し
て
も
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
、「
北
海

道
5
5
0
万
人
と
共
に
創
る『
力
強
い
農
業
』と『
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
』」の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。▲�ＪＡさっぽろからは、役職員 22 名が出席しました。
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　今年も残りわずか。1年の棚卸しを兼ねて、家中の清掃と整
理に取り組んでみましょう。家をすっきりさせるには、特別な
道具も高価なグッズも必要ありません。100円ショップを活用
すれば大丈夫。手軽でお財布にも優しい方法を紹介します。

特 集
2

100円ショップを活用

ホーム・オーガナイザー、2級建築士
吉島智美（よしじま ともみ）さん
住み手に合った「片付け」ノウハウを提案
することで「物」「思考」「感情」の整理をサ
ポートしている。これまでに有償での片
付け実績は5,000時間を超え、セミナー、
講演、雑誌、著書にて片付け方法を紹介。

ホームページ　yoshijimatomomi.com/
ブログ　blog.livedoor.jp/ys_organizer/

　
ま
ず
は
、重
曹
と
セ
ス
キ
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で
す
。ど
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も
弱
ア
ル
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リ
性
で
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性
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油
汚
れ
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て
い
ま
す
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く
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レ
ン
ザ
ー
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て
シ
ン
ク
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油
汚
れ
や
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の
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げ
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落
と
す
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す
。

　
セ
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さ
じ
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ボ
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お
く
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ま
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ま
な
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所
で
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え
て
便
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で
す
。

　
ど
ち
ら
も
ア
ル
カ
リ
性
な
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で
、ア
ル
ミ
製
品
に

使
用
す
る
と
黒
く
変
色
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

重
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ク
エ
ン
酸
は
酸
性
で
、ア
ル
カ
リ
性
の
汚
れ（
水
道

水
の
カ
ル
キ
、せ
っ
け
ん
か
す
）に
適
し
て
い
ま
す
。水

2
0
0
竓
に
対
し
て
小
さ
じ
1
を
混
ぜ
、汚
れ
に
吹
き

掛
け
て
使
用
し
ま
す
。汚
れ
が
頑
固
な
場
合
は
、吹
き
掛

け
た
後
に
ラ
ッ
プ
で
覆
い
、し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
磨

く
と
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
塩
素
系
洗
剤
と
は
絶
対
に
一
緒
に
使
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
て
危
険
で
す
。ま
た
、大
理

石
や
タ
イ
ル
目
地
は
酸
性
に
弱
い
の
で
、や
は
り
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ク
エ
ン
酸

年末清掃　
整理術

＆
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メ
ラ
ミ
ン
ス
ポ
ン
ジ

　
少
し
の
力
で
汚
れ
を
落
と
し

て
く
れ
る「
メ
ラ
ミ
ン
ス
ポ
ン

ジ
」。使
い
方
は
簡
単
で
す
。水
を

含
ま
せ
、し
っ
か
り
絞
っ
た
状
態

で
汚
れ
を
こ
す
る
だ
け
。水
栓
や

洗
面
ボ
ウ
ル
な
ど
は
、こ
れ
だ
け

で
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、洗
剤
と
違
っ
て
研
磨

作
用
で
汚
れ
を
落
と
し
て
い
ま

す
の
で
、表
面
が
ワ
ッ
ク
ス
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
や
、フ
ィ
ル
ム
が
貼
ら
れ
て
い

る
強
化
ガ
ラ
ス
な
ど
は
傷
つ
き

や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
ク
ロ
ス
は
、

極
細
の
化
繊
を
熱
で
圧
着
し
た
繊
維

で
す
。吸
水
性
が
高
く
、軽
く
拭
く
だ

け
で
小
さ
な
ち
り
や
ほ
こ
り
を
か
き

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。洗
濯
が
楽
で

乾
く
の
も
早
い
た
め
、1
枚
あ
る
と
重

宝
し
ま
す
。

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ・荷
札
・
ネ
ー
ム
ホ
ル
ダ
ー

　
収
納
場
所
を
整
理
す
る
と
き
は
、中
の
物
を

全
て
取
り
出
す
と
思
い
ま
す
。こ
の
と
き
せ
っ

か
く
で
す
か
ら
整
理
も
同
時
に
行
な
い
、不
用

品
を
処
分
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

　
必
要
な
物
を
戻
す
際
、ど
こ
に
何
を
収
め
る

か
収
納
す
る
場
所
を
明
確
に
決
め
、そ
こ
へ
ラ

ベ
ル
を
貼
っ
て
お
く
と
、そ
れ
以
降
の
片
付
け

が
と
て
も
楽
に
な
り
ま
す
。ラ
ベ
ル
は
、後
で

は
が
し
や
す
く
、名
称
の
長
短
に
も
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
る
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
が
お
す

す
め
で
す
。

　
カ
ゴ
や
布
製
の
箱
な
ど
、マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー

プ
を
貼
り
に
く
い
容
器
に
は
、針
金
や
ひ
も
が

付
い
た
荷
札
、安
全
ピ
ン
の
付
い
た
ネ
ー
ム
ホ

ル
ダ
ー
が
便
利
で
す
。

　
窓
周
り
の
清
掃
は
何
か
と
面

倒
で
す
が
、こ
の
2
つ
が
あ
る
と

簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
網
戸
。一
般
的
な
タ
イ

プ
の
食
器
用
ス
ポ
ン
ジ
で
軽
く

な
で
つ
け
る
だ
け
で
、か
な
り
き

れ
い
に
な
り
ま
す
。汚
れ
が
ひ
ど

い
部
分
は
セ
ス
キ
炭
酸
ソ
ー
ダ

溶
液
を
吹
き
付
け
て
か
ら
、な
で

つ
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
サ
ッ
シ
の
溝
は
、最
初
に
ブ
ラ

シ
や
掃
除
機
で
砂
・
ほ
こ
り
を
取

り
除
き
ま
す
。次
に
、半
分
の
深

さ
ま
で
碁
盤
の
目
に
切
り
込
み

を
入
れ
た
食
器
用
ス
ポ
ン
ジ（
イ

ラ
ス
ト
参
照
）を
用
意
し
ま
す
。

そ
の
ス
ポ
ン
ジ
に
水
を
含
ま
せ
、

溝
に
押
し
付
け
る
よ
う
に
し
て

磨
け
ば
す
っ
き
り
し
ま
す
。

　
最
後
に
窓
ガ
ラ
ス
で
す
が
、ま

ず
水
ま
た
は
ぬ
る
ま
湯
を
ガ
ラ

ス
に
吹
き
付
け
、そ
の
後
ス
ク
イ

ジ
ー
を
左
か
ら
右
へ
と
水
平
に

か
け
、最
後
に
一
番
右
端
の
部
分

を
垂
直
に
か
け
れ
ば
終
了
で
す

（
イ
ラ
ス
ト
参
照
）。作
業
自
体
は

と
て
も
簡
単
な
の
で
す
が
、こ
の

ス
ク
イ
ジ
ー
、う
ま
く
使
う
に
は

少
し
コ
ツ
が
必
要
で
す
。ガ
ラ
ス

に
対
し
て
ゴ
ム
の
刃
の
当
た
る

面
積
を
小
さ
く
す
る
こ
と
。1
列

か
け
る
ご
と
に
刃
を
拭
い
て
水

気
を
取
る
こ
と
。そ
し
て
、で
き

る
だ
け
一
気
に
素
早
く
済
ま
せ

る
こ
と
。こ
れ
で
窓
の
清
掃
は
完

璧
で
す
。

食
器
用
ス
ポ
ン
ジ
と
ス
ク
イ
ジ
ー

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー

ク
ロ
ス

（ＪＡ広報通信転載）

食器用スポンジ
スクイジー
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a    　r   　t   　e アラカルト

　平岸統括支店では、美園小学校に女性部平岸支部の部員と職員が出向
き、4年生児童80名とリンゴを使ってお菓子作りを行ないました。
　今回使用したリンゴは、平岸青壮年部が中心となって維持管理作業を
行なう環状通のリンゴ並木で収穫したもの。ゼリー、シャーベット、クッ
キー、ケーキを各班に分かれて調理したほか、北海道コカ・コーラボトリン
グ㈱の皆さん協力の下、リンゴジュースも作りました。レシピに沿ってリ

ンゴの皮をむいてすりおろしたり、包丁でカッ
トするなど児童の表情は真剣！難しいところ
は女性部員がアドバイスしながら1時間ほどで
全て無事に完成しました。児童は「わからないところもあった
けど、教えてもらって楽しくできた」と感想を話していました。
　翌日には「リンゴパーティー」が開催され、文字入りリンゴの
制作にも協力した豊平区長をはじめ各関係者、当ＪＡからは奥
内尚史理事と越智平岸統括支店長が参加して児童が作ったゼ
リーなどを味わいました。

リンゴを使って児童とお菓子作り
手作りの5品を囲んでリンゴパーティー開催

10月22日（月）〜23日（火）
平岸統括支店　1統括支店1協同活動

フライパンで焼くリンゴケーキ。
「上手に焼けた！」

ずっしり重量級！「札
さっぽろたいきゅう

幌大球」収穫

　札幌伝統野菜「札幌大球」の収穫が10月下旬から11月上旬に
かけて、豊平地区4戸の生産者の圃場で行なわれました。
　札幌大球は、大きいものだと20kg、直径50cm以上にまで育つ
特大キャベツ。葉が厚く甘味が強いのが特徴で、戦前までは主に
漬物用として道内各地で生産されていました。農作業の負担が
大きいことや漬物需要の減少によりその後生産量は激減しまし
たが、当ＪＡでは2014年から「伝統野菜を後世に残そう」との思
いで札幌市内での生産復活に取り組んでいます。

　初日は真栄地区の吉田照一さんの圃場
で約1,500玉を収穫。吉田さんによると
「今年は、低温や多雨・猛暑など極端な天
候に見舞われることが多く、例年に比べ
て小玉傾向」とのことですが、両手で抱え
るほど大きくずっしりと重い札幌大球の
収穫は重労働の作業となりました。収穫
されたものは主に漬物加工会社やお好み
焼き屋に出荷されます。

「札幌大球」は、「札幌黄（玉ねぎ）」「札幌大長ナ
ンバン」「サッポロミドリ（エダマメ）」「札幌白ゴ
ボウ」とともに札幌伝統野菜と呼ばれています。大きな包丁を使って根本を切ります。

足腰に負担のかかる作業です。

砂糖の量をみんなで確認！
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a  　l a   　c   　a    　組合員の
活動をご紹介
します!

　フロンティアPG友の会（石橋秀昭会長）では、部員21名、職員2名が参加
し、沼田方面での1泊2日の第6回大会兼納会を実施しました。
　初日に行なわれた沼田町民パークゴルフ場での大会は、寒空の中でのプ
レーとなりましたが、皆さん日頃の練習の成果を充分に発揮！男性の部は岡田淨さん、女性の部は嶋知子さんが見事優勝
され、今年度最後の大会を締めくくりました。また夜の納会では、ビンゴ大会やカラオケなどで盛り上がり沼田の夜を満喫
しました。
　2日目は北竜町ひまわりパークゴルフ場にて親睦大会を開催。初日とはうって変わって暖かく、風の無い絶好のパーク日
和となり、皆さん大満足で旅行を終える事ができました。� （西山特派員）

今年度最後の大会で持てる力を存分に発揮

10月3日（水）〜4日（木）
フロンティアPG友の会（篠路地区）

　ＪＡさっぽろ青年部（平賀農
つとむ

部長）では、部員30名が参加し、平成30年度の計
画事業である講演会をジャスマックプラザホテルで開催しました。
　今年度は、南極料理人で作家の西村 淳氏を講師に迎え、「南極の食卓」と題し講演していただきました。
　西村氏は、海上保安庁在任中、第30次南極観測隊、第38次南極観測隊に参加、地球上最も過酷といわれる平均気温�
－57℃（当時）の「ドームふじ基地」で越冬しました。著書である『面白南極料理人』は現地での毎日を綴ったエッセイで、
2009年には映画化され、全国で公開されています。
　講演では、南極の食卓の話だけでなく、日々の生活、過酷な気候の中でのエピソードなどをたくさん語っていただき、参
加者は興味深く聞き入っていました。講演終了後の懇親会には西村氏も参加され、部員と交流を深めました。部員からは
南極にぜひとも行ってみたいという声があちこちからあがっていました。

　中央統括支店では、勤労感謝の日に北海道神宮で行なわれた新嘗祭に
今年も宝船2艘を献上しました。
　札幌市内で収穫された農作物をふんだんに使った宝船は、新嘗祭の前日に組合員の指導を受けながら同支店の職員が
制作。それぞれ「繁栄丸」「豊作丸」と名付けられ、北海道神宮本殿入口に飾られました。
　この日は、新嘗祭の参列者に加えて国内外からの観光客で神宮内は賑わっており、一際目を引く宝船を多くの人が写
真に収めていました。新嘗祭には、当ＪＡから藤田範彦組合長、山森満之中央統括支店長が参列。今年の収穫を感謝し、農
業の繁栄を祈願しました。

北海道神宮新嘗祭
地元野菜をたっぷり詰め込んだ宝船を献上

11月23日（金・祝）
中央統括支店

南極の生活に思いを馳せて
〜平成30年度 青年部講演会〜

11月2日（金）
ＪＡさっぽろ青年部
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a    　r   　t   　e アラカルト

　中央支店イーグル会（目黒晴夫会長）では、会員10名が参加し3
泊4日で岐阜・三重・愛知を巡る親睦旅行を実施しました。
　愛知のシンボル名古屋城では、現在木造復元工事が進められ
ています。来年の3月には天守閣にも足場が組まれて覆いがかぶ
せられ、金のシャチホコともしばしのお別れとのこと。「写真撮
るぞ！」「おー！」の掛け声とともに全員でこぶしを掲げ、お城を
バックに集合写真を撮りました。3泊とも眺めのよい場所での宿
泊で、眺望を楽しみ温泉につかり、お土産を抱えて無事札幌に戻
りました。� （真鍋特派員）

岐阜・三重・愛知ぐるっと良いとこどり

10月16日（火）〜19日（金）
中央支店イーグル会

　しろいし友の会（清水曻会長）では、13名が参加し、第68回秋
のカレイ釣り大会を開催しました。
　台風の影響で天候が心配されましたが、無事に船は午前5時
半頃出航。10分程でカレイのポイントに到着し、皆さんお手製
の仕掛けを海に投入しました。今回は大漁とはいかなかった
ものの大物を釣り上げた時には
歓声が上がり、しとしと雨の降る
中での大会となりましたが、平成
30年最後の大会を無事に終える
ことができました。�（庄原特派員）

長万部沖で秋のカレイ釣り大会

10月6日（土）
しろいし友の会

　中央支店イーグル会（目黒晴夫会長）では、会員12名、職員2名が参
加し、毎年恒例のパークゴルフの納会として1泊2日の温泉旅行を実
施しました。
　初日は、沼田町民パークゴルフ場で大会を開催。皆さん日頃の練習の成果を存分に発揮し、目黒会長が見事優勝に輝きま
した。夜の納会では、年間MVPとして男性の部で坂東和宜さん、女性の部で松谷きみゑさんをそれぞれ表彰したほか、ビン
ゴ大会でも盛り上がりました。2日目は、前日までの予報では雨マークでしたが曇り空で風もなく、パークを楽しみました。
今年度のパークゴルフは一度も雨にあたることなく終えることができました。� （真鍋特派員）

今年度のパーク納め
年間MVPに坂東さんと松谷さん！

10月10日（水）〜11日（木）
中央支店イーグル会

大会結果（敬称略）

重量賞

優　勝 土本　 智

準優勝 辻　 直則

第3位 髙松 重光

身長賞 土本　 智　42cm
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a  　l a   　c   　a    　組合員の
活動をご紹介
します!

　二十四軒農事組合（田村益三組合長）では、組合員11名が参加し、
定山渓温泉『渓流荘』にて観楓会を実施しました。例年お世話になっ
ていた本宿は、今年で営業を終了するとのこと。思い出話に花を咲か
せ、温泉・お食事を大いに楽しんだ2日間となりました。�（中谷特派員）

馴染みの渓流荘は今年で最後
観楓会で羽伸ばす

10月10日（水）〜11日（木）
二十四軒農事組合

　無事に収穫の秋を終える頃、いしやま友の会（菅原繁会長）では、恒例の研修
旅行を登別で開催しました。
　当日は秋晴れに恵まれ、山・川辺の紅葉を楽しみながら立寄ったきのこ王国
で秋の味覚たっぷりのきのこ汁を堪能。その後、登別へ向かいました。温泉で互
いの労をねぎらい、宴会では日頃の農作業の話が弾み、飲んで歌って大盛り上
がり。途中魚の骨が喉に引っかかって歌えないハプニングもありましたが、皆
さん美味しい料理にご満悦の様子でした。
　次の日も皆さん元気な笑顔で釜飯・アサヒビール工場の見学を楽しみ、来年
も豊穣の秋を迎えて元気に旅行に行くことを約束して帰路に着きました。
� （黒岩特派員）

飲んで、食べて、歌って！ 互いに労をねぎらう

10月18日（木）〜19日（金）
いしやま友の会

お手軽なのにオシャレで美味しく
野菜をたっぷり使ってフレンチに挑戦
　ＪＡさっぽろ女性大学「Lカレッジ」では、フレンチレストラン「ブラッス
リー・ル・ゴーシェ」の藤村一弘シェフを講師に招き、第4回講座「白ワインに合
うオシャレで手軽な料理」と題した料理教室を開催しました。
　今回のメニューは、キャロットラペ、長葱のチキンコンソメ煮、秋鮭のパート
フィロー包み（マッシュルームと玉ねぎのホワイトソース）の3品。藤村シェフ
の手本を見て手順を確認し、グループごとに調理を進めました。フレンチとい
うことで、あまり馴染みのない食材には皆さん興味津々。小麦粉と水、塩、オイ
ルで作られる薄皮“パートフィロー”は、インターネットなどで手軽に買えると
のことで、「家でも使ってみたい」ととても好評でした。

10月23日（火）
ＪＡさっぽろ女性大学「Lカレッジ」

3品に自家製パン
とノンアルコール
ワインを添えて。

役割分担はバッチリ！
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雑損控除とは
�　所得税の計算で、基礎控除や医療費控除など所得控除の一つに「雑損控除」があります。雑損控除は住宅や家財等の生活
に必要な物が災害などで損害を受けた場合、一定の金額を所得から控除できる制度です。控除額が所得金額を超えた場合、
翌年以後3年を限度に控除を繰り越す事ができます。

災害減免法とは
�　所得金額が1,000万円以下の方が災害により、住宅や家財の損害金額（保険金などにより補填される金額を除く）がその時価
の2分の1以上の被害を受けた場合、所得税の軽減または免除が受けられます。軽減または免除は災害を受けた当年のみで、雑
損控除と併用して適用は受けられません。

【対象となる災害等】
①�震災、風水害、冷害、雪害、落雷など自然現象の異変によ
る災害
②�火災、火薬類の爆発など人為による
異常な災害

③害虫などの生物による異常な災害
④盗難
⑤横領 　※詐欺や恐喝による被害は対象となりません。

【対象となる資産】
　納税者本人または、納税者と同一生計の親族（総所得金
額が38万円以下）が所有する生活に必要な住宅や家財家
具等の資産。
※�棚卸資産もしくは事業用固定資産等や、別荘など趣味、娯楽、保養
または鑑賞が目的で所有する不動産やゴルフ会員権等の資産、貴
金属や書画、骨董など1個または1組の価格が30万円超の物など
生活に通常必要でない動産は対象となりません。

【控除を受けるための手続き】
　確定申告書に被害の状況と損害金額を記載し、確定申
告の申告期限までに提出する必要があります。住民税は別
途、市区町村に申告が必要となります。

【所得税の軽減または免除は下記の通りです。】

所得金額の合計額 軽減または免除される
所得税の額

500万円以下 所得税の額の全額
500万円を超え750万円以下 所得税の額の2分の1
750万円を超え1,000円以下 所得税の額の4分の1

【雑損控除の金額】
　次のうちいずれか多い金額が控除できます。

①差引損失額－総所得金額等×10％
②差引損失額のうち災害関連支出の金額－5万円

・「差引損失額」とは、損害金額＋災害等に関連したやむを得
ない支出の金額 － 保険金等で補填される金額です。

・「損害金額」とは、損害を受けた時の時価となります。
・「災害等に関連したやむを得ない支出の金額」とは、「災害
関連支出の金額」に加え、盗難や横領により損害を受け
た資産の原状回復のために支出した金額です。

・「災害関連支出の金額」とは、災害により滅失した住宅、
家財などを取壊しまたは除去するために支出した金額な
どです。

【控除を受けるための手続き】
　確定申告書の雑損控除に関する事項（損害の原因や日
付、損害金額等）を記載し、災害時に関連したやむを得ない
支出の領収書を添付の上、確定申告の申告期限までに提出
する必要があります。
※�罹災証明書や盗難の証明書等は被害金額を計算する上で必要とな
る場合があります。

雑損控除と災害減免法は、災害で被害を受けた場合に税金の負担を軽減する制度です。万が一災害等で被害を受
けた場合は、最寄の税務署または税理士にご確認の上、確定申告書を忘れずに提出してください。

雑損控除と災害減免法

不動産プラザ通信
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※一部店舗では、土曜日のATM
稼働を行なっておりませんので
ご注意ください。
　コンビニ等の手数料無料提携
ATMをご利用いただけます�
（手数料無料時間帯 平日8：45
〜18：00、土9：00〜14：00）。

　組合員の皆さまへ今年の当野球部の活動報告をさせていただきます。
　今シーズンも多くの皆さまから温かいご声援をいただきましたこと、部
員を代表してお礼申し上げます。
　当野球部は「ＪＡ大会全道優勝」を目標に掲げ、1月下旬より練習に取
り組んでまいりました。残念ながら目標達成とはなりませんでしたが、来
シーズンこそ皆さまのご期待に応えられるよう、今後も練習に励んでまい
ります。引き続き応援よろしくお願いいたします。
� ＪＡさっぽろ野球部　監督　斉藤 竜太

大会名 試合結果

国体札幌予選
○【1回戦】  7－0　Ep札幌
○【準決勝】  7－1　北海道三菱自動車
○【決　勝】  3－2　赤十字血液センター

天皇杯札幌予選 ×【1回戦】  2－3　赤十字血液センター

石狩管内
ＪＡ野球大会

○【1回戦】11－2　ＪＡいしかり
×【準決勝】  0－4　ＪＡ北いしかり

国体北海道
ブロック予選

○【1回戦】  7－3　�TANNOベースボールク
ラブ（北見支部）

○【2回戦】  8－7　南幌町役場（南空知支部）
×【準々決勝】  1－3　登別市役所（室蘭支部）

北海道知事杯
札幌予選

○【1回戦】15－2　北海道三菱自動車
×【準決勝】  0－3　札幌市役所

12/28
（金）

12/29
（土）

12/30
（日）

12/31
（月）

1/1
（火）

1/2
（水）

1/3
（木）

1/4
（金）

1/5
（土）

1/6
（日）

1/7
（月）

本店（ローンプラザ除く）
不動産プラザ（厚別店除く）
経済センター

通常
営業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 通常

営業

金融共済窓口 通常
営業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 通常

営業 休業 休業 通常
営業

ローンプラザ 通常
営業

臨時
休業

臨時
休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 臨時

休業
通常
営業

不動産プラザ厚別店 通常
営業

通常
営業

臨時
休業 休業 休業 休業 休業 通常

営業
通常
営業

通常
営業

通常
営業

ATM 稼働 稼働※ 稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止 稼働 稼働

※
稼働
休止

通常
営業

札幌厚生病院ATM 稼働 稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止

稼働
休止 稼働 稼働

休止
稼働
休止

通常
営業

　全国農業共済組合連合会（NOSAI全国連）では、平成30年10月1日（月）から、
全国一斉に収入保険の加入申請の手続きを開始しています。
　収入保険の加入申請は、当初、11月末を期限としておりましたが、本年は台風や大雨、地震など、相次ぐ自然災害の
発生等により、収入保険の加入資格を有する農業者の方 （々青色申告を行なっている農業経営者）が加入を検討する時
間が十分に確保されていないことなどを踏まえ、この度、加入申請期限を保険期間が始まる前の12月末まで延長するこ
ととしました。加入をお考えの方は、下記までお問い合わせく
ださい。
※申請手続きに時間を要しますので、早急に連絡願います。

様々なリスクから農業経営を守る！
「収入保険」の加入申請期限が延長されました

平成30年度 年末年始営業体制のご案内

【お問い合わせ先】
みなみ北海道農業共済組合 石狩支所
〒067-0055 江別市篠津401番地4　TEL：011-382-5470

今年もたくさんのご声援、ありがとうございました！
ＪＡさっぽろ野球部 ─平成30年度結果報告─
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（平成30年10月末業務実績）（平成30年9月末業務実績）

組合員数

正組合員� 3,755名 正組合員� 3,764名

准組合員� 31,902名 准組合員� 31,828名

合　　計� 35,657名 合　　計� 35,592名

出資金残高 57億2千1百万円 56億8千4百万円

販売取扱高 13億1千3百万円 9億9千8百万円

購買供給高 6億4千9百万円 5億7千2百万円

貯金残高 3,237億4千3百万円 3,230億8千6百万円

融資残高 866億円 860億円

共済保有高 5,972億5千4百万円 5,967億8千1百万円

施設建設取扱高 1億8千8百万円 9千1百万円

管理受託戸数 4,440戸 4,426戸

※出資金残高については、処分未済持分を控除した額です。
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